平成22年度「自立循環型住宅部門」　応募用紙　
１．連絡先
	１）建築主
（氏名、住所、電話番号、E-mailアドレスを記入してください。）


	２）設計者・施工者
（会社名、氏名、住所、電話番号、E-mailアドレスを記入してください。）


	３）建築主による応募内容についての同意
募集の要件として、①省エネルギー効果が「自立循環型住宅への設計ガイドライン」に従って推計され、その効果が住み手（建築主）に十分に説明されているか、②設計のプロセスに住み手（建築主）が主体的に参加し、住み手（建築主）の意向がプラン、配置、要素技術の採用に十分に反映されているか、の２点を重視しております。下記の２点について確認の上、署名お願いします。
私（建築主）は、建設物件の省エネルギー効果について、設計者あるいは施工者と十分に意思疎通をはかりました。また、本申請内容についての説明を十分に受けました。
お名前（直筆）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
私（設計者あるいは施工者）は、建設物件の省エネルギー効果について、建築主と十分に意思疎通をはかりました。また、本申請内容についての説明を十分に行いました。
お名前（直筆）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



２．建物の情報
	１）建物の名称


	２）所在地
（○○県○○市○○町まで記入してください。ホームページには県・市まで掲載されます。）


	３）竣工年
（○年○月まで、分かる範囲でお答えください。）


	４）面積
・敷地面積　　：＿＿＿＿＿（㎡）
・建築面積　　：＿＿＿＿＿（㎡）
・延べ床面積　：＿＿＿＿＿（㎡）


	５）構造
□木造　　　　　　　　　□RC造（鉄筋コンクリート造）　□鉄骨造
□その他（混構造など）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	６）設計者（会社名称）


	７）施工者（会社名称）


	８）家族構成
（例：夫婦、子供２人、両親など）


	９）次世代省エネ基準地域区分
□Ⅰａ地域　　　　　□Ⅰｂ地域　　　　　□Ⅱ地域　　　　　　□Ⅲ地域
□Ⅳａ地域　　　　　□Ⅳｂ地域　　　　　□Ⅴ地域　　　　　　□Ⅵ地域


	１０）自立循環型住宅の設計要件
①自然エネルギー利用の可能性
　・自然風の利用　　　：　□　容易　　　　□　工夫が必要　　　　□　困難
　・太陽光の利用　　　：　□　容易　　　　□　工夫が必要　　　　□　困難
　・太陽熱の利用　　　：　□　容易　　　　□　工夫が必要　　　　□　困難
　・総合的な立地のポテンシャル　　　：　□　郊外型立地　　　□　都市型立地
②ライフスタイルの指向
　・自然へのこだわり度
□　高い　　　　　□　ふつう　　　　　□　低い
　・不快感を排除した安定した室内環境へのこだわり度
□　高い　　　　　□　ふつう　　　　　□　低い


	１１）自立循環型住宅の目標像
最も近いと思われる物にチェックをいれてください。
郊外型立地（自然エネルギー利用を比較的容易に行える立地）

□　伝統的自然生活指向（自然にこだわる）
□　自然生活指向（自然を活用しながら省エネルギー設備利用と両立させる）
□　設備生活指向（省エネルギー設備を優先して利用する）
都市型立地（自然エネルギー利用に工夫を必要とする（あるいは利用が困難な）立地）


	１１）住宅設計の趣旨および設計の特徴
（300字以内で自由に記入ください。）



３．採用した要素技術（自然エネルギー活用技術）
	１）自然風の利用
□自然風の利用を採用する。
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
ガイドラインに従って、下記の立地条件を選択してください。
　□　立地１：自然風の利用が困難な過密・高層型の立地
　□　立地２：自然風の利用に工夫が必要な過密型の立地
　□　立地３：自然風の利用が容易な郊外型の立地


	
	□手法１　直接的な自然風取り込み手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
具体的な手法を記入してください。（自由記入）
例：敷地条件を確認した。／通風を確保したい部屋を風上側に計画した。／適切な開口面積を確保できるようにした。


	
	□手法２　間接的な自然風取り込み手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
具体的な手法を記入してください。（自由記入）
例：サンルームや出窓等を設置した。／フェンス、植栽、袖壁等を設置した。


	
	□手法３　屋根面を利用した自然風取り込み手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
具体的な手法を記入してください。（自由記入）
例：天窓等を設置した。／頂側窓等を設置した。


	
	□手法４　温度差換気の利用手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
具体的な手法を記入してください。（自由記入）
例：排気用の窓を設置した。／排気塔を設置した。


	
	□手法５　室内通風性能向上手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
具体的な手法を記入してください。（自由記入）
例：通風経路を確保しやすい開口部付属物／内部建具を選択した。


	２）昼光利用
□昼光利用を採用する。
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
ガイドラインに従って、下記の立地条件を選択してください。
　□　立地１：太陽光の利用が困難な過密・高層型の立地
　□　立地２：太陽光の利用に工夫が必要な過密型の立地
　□　立地３：太陽光の利用が容易な郊外型の立地


	
	□手法１　直接的な昼光利用手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
手法１　直接的な昼光利用手法を採用している場所名（図面における空間名）を記入してください。


	
	□手法２　間接的な昼光利用手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
手法２　間接的な昼光利用手法を採用している場所名（図面における空間名）とその工夫（吹き抜け・欄間・光井戸・光庭等による導光、仕上げ面の反射、装置による導光など）、を場所ごとに記入してください。


	３）太陽光発電
□　太陽光発電を利用する。
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
太陽電池の容量を記入してください。　＿＿＿＿＿＿ KW



	４）日射熱の利用
□　日射熱の利用をする。
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
地域の気候特性（パッシブ地域区分）をお答えください。
□　い地域　：　日射量が少なく非常に寒い地域
□　ろ地域　：　日射量が少なく寒い地域
□　は地域　：　日射量が多く寒い地域
□　に地域　：　日射量が多い地域
□　ほ地域　：　日射量が多く暖かい地域
立地条件（日照障害の影響）をお答えください。
· 立地１　：　日照障害の影響が大きく日射熱利用が困難な立地
· 立地２　：　日照障害の影響が少なく日射熱利用が可能な立地
· 立地３　：　日照障害の影響がなく日射熱利用が容易な立地
建物の方位（集熱面となる開口部の方位）をお答えください。
· 方位１　：　真南±１５°
· 方位２　：　真南±３０°（ただし方位１の範囲を除く）

	
	□手法１　開口部の断熱手法（開口部断熱性の向上）
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
開口部の建具およびガラスの仕様を記入してください。または、熱貫流率を記入してください。
（例：木製サッシ＋複層（Ａ１２）ガラス）
熱貫流率　＿＿＿＿＿＿（W/m2K）


	
	□手法２　開口部からの集熱手法（集熱開口部面積の増加）
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
真南±３０°の方位に面する集熱面となる得る開口部の位置（記入例：リビング南側）および、開口部の面積を記入してください。
位置（複数可）：
面積（合計）：　＿＿＿＿＿（m2）


	
	□手法３　蓄熱手法（蓄熱材の使用）
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
蓄熱部位の材料（例：モルタル・壁土・ヒノキ等）をお答えください。


	５）太陽熱給湯
□　太陽熱給湯を利用する。
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
□手法１　太陽熱温水器を採用する
□手法２　太陽熱給湯システムを採用する
採用した太陽熱温水器／太陽熱給湯システムの構成が分かる資料（カタログのコピー等）を別添資料としてお送りください。



５．採用した要素技術（建物外皮の熱遮断技術）
	１）断熱外皮計画（回答必須）
断熱レベルを下記からお選びください。
　□　昭和５５年省エネルギー基準相当の断熱水準（熱損失係数5.2W/m2K以下）
　□　平成４年省エネルギー基準相当の断熱水準（熱損失係数4.2W/m2K以下）
　□　平成１１年省エネルギー基準と平成４年省エネルギー基準の中間相当の断熱水準
（熱損失係数3.3W/m2K以下）
　□　平成１１年省エネルギー基準相当の断熱水準（熱損失係数2.7W/m2K以下）
　□　平成１１年省エネルギー基準を超える断熱水準（熱損失係数2.1W/m2K以下）


	２）日射遮蔽手法
□　日射遮蔽手法を採用する。
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
主開口部の方位をお答えください。
· 南
· 南東または南西
· 東または西
主開口部について方位および庇の有無をお答えください。
　
· 日射遮蔽に有効な庇等がない。
· 日射遮蔽に有効な庇等があり、開口部が真南±３０°の以外の方位である。
· 日射遮蔽に有効な庇等があり、開口部が真南±３０°の以内の方位である
開口部のガラスの仕様および日射遮蔽部材（内付ブラインド等）の種類を記入してください。
　ガラスの仕様　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
日射遮蔽部材の仕様　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



６．採用した要素技術（省エネルギー設備技術）
	１）暖冷房設備計画
暖冷房方法を下記から選択してください。
□　エアコンで暖冷房を行う。（方法１）
→　１－１）暖冷房設備計画（方法１）にお答えください。
□　温水式床暖房とエアコンで暖冷房を行う。（方法２）
→　１－２）暖冷房設備計画（方法２）にお答えください。
□　セントラル暖冷房方式を採用する。（方法３）
→　１－３）暖冷房設備計画（方法３）にお答えください。
□　以上のいずれにも該当しない。
　　→　暖冷房設備の方法・使用する設備等を記入してください。（自由記述）
　　　　可能であれば、仕様が分かる資料（カタログのコピー等）を別添として送付してください。

	
	１―１）暖冷房設備計画（方法１　エアコン暖冷房による個別方式）
最もよく使用するエアコンについて下記のいずれかをチェックしてください。
□　COP（エネルギー効率）4.0未満
□　COP（エネルギー効率）5.0以上
□　COP（エネルギー効率）6.0以上
エアコンの仕様が分かる資料（カタログのコピー等）を別添として送付してください。


	
	１―２）暖冷房備計画（方法２　温水式床暖房＋エアコン暖冷房による個別方式）
温水式床暖房について下記のいずれかをチェックしてください。
· 床下断熱および配管断熱を施している。
· 床下断熱および配管断熱を施していない。
最もよく使用するエアコンについて下記のいずれかをチェックしてください。
□　COP（エネルギー効率）4.0未満
□　COP（エネルギー効率）5.0以上
□　COP（エネルギー効率）6.0以上
エアコンおよび床暖房の仕様が分かる資料（カタログのコピー等）を別添として送付してください。

	
	１―３）暖冷房備計画（方法３　セントラル暖冷房方式）
採用するセントラル暖冷房について下記のいずれかをチェックしてください。
□　COP（エネルギー効率）3.0未満
□　COP（エネルギー効率）3.0以上
□　COP（エネルギー効率）3.0以上かつ室別温度調節機能がある
セントラル暖冷房の仕様が分かる資料（カタログのコピー等）を別添として送付してください。


	２）換気設備計画

	
	□手法１　ダクト式換気システムの適正化手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
ダクト式換気システムの適正化手法（例：ダクト径を大きめ（直径75mm以上）のものを使用している。ダクト長さを適正化し、曲がりを極力減らす工夫をしている等）について記入してください。（自由記述）


	
	□手法２　高効率機器の導入
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
換気機器の仕様が分かる資料（カタログのコピー等）を別添として送付してください。


	
	□手法３　ハイブリッド換気システムの採用
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
ハイブリッド換気システムの採用の工夫について記入してください。（自由記述）
必要であれば図面等を別添資料として送付してください。


	
	□手法４　換気方式の簡略化
（特に記入不要です。）


	３）給湯設備計画

	
	□手法１　太陽熱温水器の採用
（太陽熱給湯の項目に記入欄がありますのでそちらに記入してください。本欄は記入不要です。）

	
	□手法２　太陽熱給湯システムの採用
（太陽熱給湯の項目に記入欄がありますのでそちらに記入してください。本欄は記入不要です。）

	
	□手法３　高効率給湯機の導入
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
給湯機の仕様が分かる資料（カタログのコピー等）を別添として送付してください。


	
	□手法４　給湯設備各部の省エネルギー設計・工夫等
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
給湯設備各部の省エネルギー設計・工夫等（例：配管・浴槽等の保温装置、給湯量節湯器具など）について記入してください。（自由記述）
必要に応じて採用している節湯器具（シャワーヘッド等）や浴槽などの仕様がわかる資料（カタログのコピー等）を別添として送付してください。


	４）照明設備計画
□　照明設備計画による省エネルギー手法を採用する。
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
　以下のエネルギー手法がわかる器具の配置・種類を記した図面を別添資料として送付してください。


	
	□手法１　機器による手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
最も良く使用されている部屋について、採用している照明機器の光源の種類についてお答えください。
□　電球蛍光ランプ
□　Hf蛍光ランプ
□　反射型ハロゲンランプ・レフランプ
□　LED

その他、高性能な器具による工夫を記入してください。（例：高効率反射板ダウンライトの採用、光触媒膜付器具の採用など）


	
	□手法２　運転・制御による手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
最も良く使用されている部屋について、採用している運転・制御による手法を選択してください。
　
· 調光スイッチ
· リモコン
· タイマー
· 人感センサー
· 照度センサー


	
	□手法３　設計による手法
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
設計による工夫等（例：多灯分散照明の採用）について記入してください。（自由記述）


	６）高効率家電機器の導入
最重点家電・重点家電についてそれぞれお答えください。
該当する機器が無い場合は回答不要です。
冷蔵庫の製造年をお答えください。
製造年　＿＿＿＿＿＿＿＿
テレビの種類と製造年をお答えください。
　
種類　　＿＿＿＿＿＿＿＿
製造年　＿＿＿＿＿＿＿＿
　
温水暖房便座のタイプをお選びください。
　
· 貯湯タイプ
· 瞬間湯沸かしタイプ
· 瞬間湯沸かしタイプ（時間制御つき）
電気ポットのタイプをお選びください。
· 通常
· 魔法瓶タイプ
洗濯機のタイプをお選びください。
· 省エネ設計なし
· インバータ


	７）水と生ゴミの処理と効率的利用
□　水と生ゴミの処理と効率的利用を採用する。
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）


	
	□手法１　節水型機器の利用
（以下、採用するにチェックした方のみお答えください。）
大便器、給水・給湯水洗い金具、シャワーヘッド、洗濯機の４種類について、機器販売のおおよその時期をお答えください。
　
· １９９０年代市販レベル
· ２０００年代市販レベル
· ２００４年代市販レベル


	
	□その他の手法
水と生ゴミの処理と効率的利用についてその他の工夫（雨水・排水再利用システム、雨水浸透桝等の利用、排水の高度処理技術の採用、生ゴミの効率的処理技術の採用など）がありましたら記入してください。（自由記述）



７．写真
	表紙用１枚、要素技術紹介写真６枚（建物の全体像を含む）
写真データ名称
コメント（50文字以内で記入ください。）



８．住まい手のコメント
	


９．作り手のコメント
	


１０．省エネルギー効果の推計表の記入
以下の表にチェックをしてください。（部分間欠暖冷房の場合）
[image: image1.emf]エネル ギー 消費率 の早 見表-1（部分 間欠 暖冷房 の場 合） エネルギー消費率（基準値を1.0とした場合） 用途暖房 冷房換気 エネルギー 基準値 12.8GJ 2.4GJ 4.7GJ 要素技術※ 断熱外皮計画 （4.1） 日射熱の利用 （3.4） 暖冷房設備 計画（暖房） （5.1） 自然風の利用 （3.1） 日射遮蔽手法 （4.2） 換気設備計画 （5.2） 暖冷房設備 計画（冷房） （5.1） 評価指標・手法 省エネルギー基準 手法 に地域 ほ地域 エアコン 温水式 床暖房 　＋エアコン 手法主開口 面の向 き開口部の 日射侵入率 エアコン 真北±30° 上記以外 ①直接的手法 ②間接的手法 ③屋根面利用 ④温度差換気 ⑤室内通風向上 手法 ①ダクト換気適正化 ②高効率機器 ③ハイブリッド換気 ④換気方式簡略化 床暖：床下･配管断熱 　　　措置の有無 エアコン：平均COP ①開口部断熱向上 ②集熱面積増加　③蓄熱 立地3　方位0〜30° 立地2　方位0〜15° 立地0　方位15〜30° 南向き 南東・南西向き 東・西向き エアコン：平均COP エアコン：平均COP レベル0 1.0 □昭和55基準 1.0 □手法を非採用 □手法を非採用 □手法を非採用 1.0 □4.0未満1.01.01.01.31.1 □0.79程度 □0.79程度1.0 □通常の第一種 　ダクト換気1.0 □4.0未満 床暖断熱□なし エアコン□4.0未満 0.95 0.9 0.8 0.6 レベル1 0.8 □平成4基準 □①＋③ □①＋②0.8 □4.0以上0.85 0.90.85 0.80.8 □0.79以下 □0.60以下0.7 □①□④のいずれか0.8 □4.0以上 立地3□①＋⑤ 立地2□②＋③＋⑤ 立地1□④＋⑤ □あり □4.0以上 □①□①＋② □①＋②＋③0.7 □5.0以上0.80.80.7 0.75 0.75 □0.55以下 □0.45以下0.6 □①＋②0.7 □5.0以上 □①＋②＋⑤ □②＋③＋④＋⑤ —— □あり □5.0以上 □①＋②、①＋③ □①＋②＋③0.6 □6.0以上0.75 0.7 0.55 0.65 0.65 □0.55以下 □0.30以下0.4 □①＋②＋③＋④ 照明家電その他 (調理) 10.7GJ 23.7GJ 4.4GJ 昼光利用 （3.2） 採光条件 ①LD2面採光 ②LD・老2面採光 ③LD・老2面＋ 　非居室1面採光 1.0 □基準法相当の 　採光条件 0.97-0.98 立地3　□① 立地2　□② 立地1　□③ 0.95 □②□③ —— 0.9 □③ ———— 照明設備計画 （5.4） 手法 ①機器による手法 ②運転・制御手法 ③設計による手法 1.0 □従来型 　照明方式 0.7 □① 0.6 □①＋② 0.5 □①＋②＋③ 高効率家電 機器の導入 （5.5）———— ———— 製造年の目安 太陽電池の容量 1.01.0 □調理機器 □2000年頃に 　保有されてい 　た製品 　(0kWh) 0.8 29.3GJ削減 □3kW相当 □2003年製品 　(▲500kWh) 0.6 39.1GJ削減 □4kW以上 □2003年製品＋ 　待機電力の低減 　(▲1000kWh) 電力合計 83.2GJ 太陽光発電 （3.3） 削減なし □採用しない 給湯 24.5GJ 太陽熱給湯 給湯設備計画 （3.5・5.3） 手法 ①太陽熱温水器 ②太陽熱給湯システム ③-1 潜熱回収給湯機 ③-2 CO2HP給湯機 ④配管保温・節湯具 1.0 □従来型 　ガス給湯機 0.9 □①□③-1 □④のいずれか 0.8 □①＋③ □③＋④ □③-2 のいずれか 0.7 0.5 □②□①＋③＋④ のいずれか □②＋③ □②＋③＋④ のいずれか 0.6 □6.0以上 □①〜⑤すべて ———— □あり □6.0以上 □①＋②＋③ レベル2 0.65 □平成4・11中間 レベル3 0.55 □平成11基準 レベル4 0.45 □平成11基準超 い地域 ろ地域 立地3　方位0〜15° 立地0　方位15〜30° 立地2　方位0〜30° □手法を非採用 □手法を非採用 □ ①、①＋②、 　①＋③、①＋②＋③ □①、①＋②、①＋③ □①＋②＋③ □①、①＋②、①＋ ③、　①＋②＋③ □①＋②、①＋③ は地域 立地3　方位0〜15° 立地0　方位15〜30° 立地2　方位0〜15° 立地0　方位15〜30° □手法を非採用 □手法を非採用 □①□①□①＋②＋③ □①＋②＋③ □①＋②、①＋③ □①＋②、①＋③、 ①＋②＋③ □①＋②＋③


上表を踏まえて以下の表に記入してください。
[image: image2.emf]エネル ギー 削減率 の算 定表-1（部分 間欠 暖冷房 の場 合） 　用途 算定 式 設 計値　 基準 値 削 減率 暖 房 12.8　×　 （ × × ） 012.8GJ 冷 房 02.4　×　 （ × × ） 002.4GJ 換 気 04.7　×　 　 004.7GJ 給 湯 24.5　×　 　 024.5GJ 照 明 10.7　×　 （ × ） 010.7GJ 家 電 23.7　×　 　 023.7GJ そ の他 （調理 ） 04.4　×　 　 004.4GJ 合 計 083.2GJ 電 力 太陽 電池に よる 発電量 （ □ 29.3GJ　□ 39.1GJ） 総 計 083.2GJ


以下の表にチェックをしてください。（全館連続暖冷房の場合）
[image: image3.emf]エ ネル ギー消 費率の 早見 表-2（ 全館 連続暖 冷房 の場合 ） エネルギー消費率（基準値を1.0とした場合） 用途暖房 エネルギー 基準値 43.2GJ 冷房 5.3GJ 要素技術※ 断熱外皮計画 （4.1） 日射熱の利用 （3.4） 暖冷房設備 計画（暖房） （5.1） 評価指標・手法 省エネルギー基準 レベル0 1.0 0.95 0.9 0.8 0.6 レベル1 給湯 24.5GJ 太陽熱給湯 給湯設備計画 （3.5・5.3） 手法 ①太陽熱温水器 ②太陽熱給湯システム ③-1 潜熱回収給湯機 ③-2 CO2HP給湯機 ④配管保温・節湯具 1.0 □従来型 　ガス給湯機 0.9 □①□③-1 □④のいずれか 0.8 □①＋③ □③＋④ □③-2 のいずれか 0.7 0.5 □②□①＋③＋④ のいずれか □②＋③ □②＋③＋④ のいずれか レベル2 レベル3 レベル4 1.0 □昭和55基準 0.6 □平成4基準 0.5 □平成4・11中間 0.4 □平成11基準 0.3 □平成11基準超 セントラル平均COP 1.0 □3.0未満 0.85 □3.0以上 0.8 □3.0以上＋ 　室別温度調節 日射遮蔽手法 （4.2） 主開口 面の向 き 南向き 南東・南西向き 東・西向き 1.01.31.1 0.850.80.8 0.70.75 0.75 0.55 0.65 0.65 開口部の 日射侵入率 真北±30° 上記以外 □0.79程度 □0.79程度 □0.79以下 □0.60以下 □0.55以下 □0.45以下 □0.55以下 □0.30以下 暖冷房設備 計画（冷房） （5.1） セントラル平均COP 1.0 □3.0未満 0.85 □3.0以上 0.8 □3.0以上＋ 　室別温度調節 換気 4.7GJ 換気設備計画 （5.2） 照明 10.7GJ 昼光利用 （3.2） 採光条件 ①LD2面採光 ②LD・老2面採光 ③LD・老2面＋ 　非居室1面採光 1.0 □基準法相当の 　採光条件 0.97-0.98 立地3　□① 立地2　□② 立地1　□③ 0.95 □②□③ —— 0.9 □③ ———— 照明設備計画 （5.4） 手法 ①機器による手法 ②運転・制御手法 ③設計による手法 1.0 □従来型 　照明方式 0.7 □① 0.6 □①＋② 0.5 □①＋②＋③ 家電 23.7GJ 高効率家電 機器の導入 （5.5） 製造年の目安 1.0 □2000年頃に 　保有されてい 　た製品 　(0kWh) 0.8 □2003年製品 　(▲500kWh) 0.6 □2003年製品＋ 　待機電力の低減 　(▲1000kWh) その他 （調 4.4GJ ———— ———— 1.0 □調理機器 合計 116.5GJ 太陽電池の容量 29.3GJ削減 □3kW相当 39.1GJ削減 □4kW以上 電力 太陽光発電 （3.3） 削減なし □採用しない 手法に地域 ほ地域 ①開口部断熱向上 ②集熱面積増加　③蓄熱 立地3　方位0〜30° 立地2　方位0〜15° 立地0　方位15〜30° □手法を非採用 □手法を非採用 □①＋③ □①＋② □①□①＋② □①＋②＋③ □①＋②、①＋③ □①＋②＋③ □①＋②＋③ い地域 ろ地域 立地3　方位0〜15° 立地0　方位15〜30° 立地2　方位0〜30° □手法を非採用 □手法を非採用 □ ①、①＋②、 　①＋③、①＋②＋③ □①、①＋②、①＋③ □①＋②＋③ □①、①＋②、①＋ ③、 □①＋②、①＋③ は地域 立地3　方位0〜15° 立地0　方位15〜30° 立地2　方位0〜15° 立地0　方位15〜30° □手法を非採用 □手法を非採用 □①□①□①＋②＋③ □①＋②＋③ □①＋②、①＋③ □①＋②、①＋③、 　①＋②＋③ □①＋②＋③ 手法 ①ダクト換気適正化 ②高効率機器 ③ハイブリッド換気 ④換気方式簡略化 1.0 □通常の第一種 　ダクト換気 0.7 □①□④のいずれか 0.6 □①＋② 0.4 □①＋②＋③＋④

 
上表を踏まえて以下の表に記入してください。
[image: image4.emf]エネルギー削減率の算定表-2（全館連続暖冷房の場合） 用途算定式設計値 　 基 準値 削減率 暖房43.2　×　（× × ） 043.2GJ 冷房05.3　×　（× × ） 005.3GJ 換気04.7　×　　004.7GJ 給湯24.5　×　　024.5GJ 照明10.7　×　（× ） 010.7GJ 家電23.7　×　　023.7GJ その他（調理）04.4　×　　004.4GJ 合計116.5GJ 電力太陽電池による発電量（□29.3GJ　 □39.1GJ） 総計116.5GJ


１１．自由記入
	


100717-b01
PAGE  
- 1 -

